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各
種
法
然
上
人
傳
の
比
較
研
究

i

特

に
序
文
を
中
心
と
し
て
1

藤

堂

恭

俊

本
稿
は
も
と
・
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
、
知
恩
院
古
經
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
法
然
上
人
傳
研
究
會
の
席
上
で
發
表
、

そ
の
の
ち

『佛
敏
文
化
研

究
』
第
二
卷

(
二
十
七
年
九
月
刊
)
の

「法
然
上
人
傳
研
究
會
紀
要
⇔
」
に
そ
の
概
要
を
發
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
多
少
の
明
確
な
ら
ざ
る
點
の
あ
る
の

に
氣
つ
い
た
の
で
、
こ
こ
に
訂
正
詳
論
し
、
近
年
と
み
に
上
昇
の
一
路
を
辿
つ
て
い
る
法
然
傳
の
研
究
に
寄
與
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

.法
然

の
傳
記
に
し
て
獨
立
し
た
も

の
に

『
源
空
聖
人
私
日
記
』

(私
日
記
)
以
下
十
數
種
類
あ

る

な

か
、

序
文
を
持
た
な
い
も
の
は

『
私
日
記
』
°
『
法
然
上
人
傳
記
』
(
醍
醐
本
)
・
殘
闕

『
法
然
上
人
傳
』
(増
上
寺
本
)

の
三
種
に
過
ぎ
ず
、

『
本
朝

祗
師
傳
記
繪
詞
』
(傳

法
繪

・
四
卷
傳
)
以
下

の
多
數
の
傳
記
が
序
文
を
も
つ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら

『
四
卷
傳
』
以
下
十
種
類

の
序
丈

を
系
列
的
に
整
理
す

る
こ
と
に
ょ
つ
て
・
各
傳
記
序
丈
の
相
互
の
關
係
を
あ
き
ら
か
に
し
、
各
種
傳
記
の
成
立
史
的
研
究

に
示
唆
を
與

え
ん
と
す
る
も

の
で
あ

る
。

一

先
ず
第

一
類
A
群
に
お
さ
め
得
る
も

の
と
し
て

『
四
卷
傳
』
序
、

『
法
然
聖
人
繪
』
(弘
願
本
)
序
、
及
び

『
法
然
上
人
傳
繪
詞
』
(琳

阿
本
)
序
の
前
牛
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち



四

卷

傳

蓋

以
、

三
世
に
多

の
佛
出
給
、

若
干

の
衆
生
を
す
く

ひ
ま
し
ま

す
。
減
劫

の
千
佛
第

四
番
、
南

州
中
印
土
淨
飯

王
の
御
宇
、
癸

丑
歳

七
月
十

五
日
、
后

の
夢

に

(中

略
)

此

故
に
末
代

の
我
等

が
た
め
に
、

阿
難
を
唱
導
と
し
て
、
佛
教
を

復
せ
し
む
る
に
、
面
如
淨
滿
月
、

眼
若
青
蓮
華
、
佛
法
大
海

水
、

流
入
阿
難
心
云

々
生
身

の
佛

に

か
は
ら
ず
、

三
十

二
相
を
具

し
、

四
辯

八
音
あ
ざ
や
か
に
し
て
辯

泉
露
を
洩
さ
ず
、
懸
河
早
漲
。

こ
れ
を
梵
王
字

を
製

し
て
、

一
千

の
羅
漢
筆

を
そ
め
て
、

一
點
を
不

落
記
し
給

え
る
を
、
正
法
千
年

は
、

(中

略
)

然
後

四
百

八
十
餘

年
す
ぎ

て
、

欽
明
天
王
御
時
、
厩
戸
王
子
妊

十
月
、
百
濟

國
の
聖
明

王
、
釋

迦
金
銅
像
、
經
卷
を
奉
邊
之
刻
、

各
種
法
然
上
人
傳

の
比
較

研
究

弘

願

本

蓋

以
三
世
に
多

の
佛

出
給

て

若
干

の
衆
生
を
す
く

い
ま
し
ま

す
。
減
劫

の
千
佛
第

四
番
南

州
中
印
土
淨
飯

王
の
御
宇
癸

丑
歳
七
月
十
五
日
、
后

の
御
夢

に

(中

略
)

こ

の
遊

へ
に
末
代

の
我
等

の
た

め
に
、

阿
難

を
唱
導
と
し
て
佛
教
を

復

せ
し
む
る
に
、
面
如
淨
滿
月
、

眼
若
青

蓮
華
、
佛
法
大
海
水
、

流
入
阿
難
心
訟
生
身

の
佛
に

か
は
ら
ず

三
十

二
相
を
且
ハ足

し
、

四
辯
八
音
あ
ざ
や
か
に
し
て
、
辯

泉
露
を
も
ら
さ
ず
、
懸
河
早
漲
、

こ
れ
を
梵
王
字

を
製

し
て
、

一
千

の
羅
漢
筆
を
そ
め
て

一
點
を
も

不

落
記
し
給

へ
る
を
、
正
法
千
年

(中

略
)

然
後

四
百

八
十
餘
年
す
ぎ

て
、

欽
明
天
王

の
御
時
厩

戸
王
子
妊

十
月
、
百
濟

國

の
聖

明
王
釋

迦

の
金
銅

の
像
經
卷
を
奉
進
之
刻

琳

阿

本

蓋
以
三
世
に
お
ほ
く
佛
出
給

ひ
て
、

若
干
衆
生

を
す
く
ひ
ま
し
ま

す
。
賢
劫

の
千
佛
第

四
に
南

州
中
印
度

に
淨
飯

王
の
御
癸

丑
七
月
十
五
日
に
、
き
さ
き

の
夢
に

(
中

略
)

此
ゆ

へ
に
末
代

の
我
等
が
た
め
に

阿
難
唱
導
し
て

復
説

せ
し
む
る
に
、

相
好
あ
ら
た
に
如
來

の
ご
と
し
。

四
辯
八
音
鮮

に
し
て
、
辯

泉
な
が
れ

み
な
ぎ
り
、

五
百

の
羅
漢
筆
を
そ
め
て

一
點

を
お
と

さ
ず
記
し
給

へ
る
を
、
正
法
千
年

(
中

略
)

そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
四
百
八
十
餘
年
を
過

て
、

本
朝

の
欽
明
天
皇

の
御
時
む
ま
や

ど
の
王
子

六
五



六
六

四
天
王
寺
を
建
立
す
。

そ
れ

よ

り
以
降
、
聖
武
天
王
東
大
寺

を

鑄
造
し
て
佛
法
興
隆
、
粗
如

來
在
世

に
こ
と
な
ら
ず

し
て
、

や

x
ひ
さ
し
く
な
り
に
け
る
。

い
ま
先
師

上
人
念
佛
す

N
め
給

え
る
由
來
を
、
畫
圖

に
し
る
す

事
し
か
り
。
干
時
嘉
幀

三
年

酊

正
月
廿
五
日
、
沙
門
躰
空
記
之

四
天

王
寺
を
建
立
す
。

そ
れ

よ

り
以
降
聖
武
天

王
東
大
寺
を

鑄
造
し
て
佛
法
興
隆
殆
如

來

の
在
世
に
こ
と
な
ら
ず

し
て

や

N
ひ
さ

し
く
な
り
に
け
る
。

い
ま
先
師
聖
人
念
佛
す
す
め
た
ま

へ
る
由
來
を
畫
圖

に
し
る
す

こ
と
し
か
な
り
。

四
天
王
寺
を
建
立

し
給

へ
り
。

そ
の

の
ち
聖
武
天
皇
東

大
寺

を

建

立
し
給

て
佛
法
興
隆
す
。

あ
た
か
も
在
世

に
こ
と
な
ら
ず

し
て

良
久
し
く
な
り
に
け
る
。

こ
の
比
較
樹
照
に
ょ
つ
て
あ
き
ら
か
な
る
如
く
、
序
交

を

も

つ
法
然
傳

の
な
か

一
番
早
く
i
嘉
碵
三
年

(這
ω刈
)
成
立
し
た

『
四
卷

傳
』
の
序
文
は
・
そ
の
作
成
年
代
及
び
傳
記
作
者
名
を
は
ぶ
く
以
外
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま

『
弘
願
本
』
に
繼
婁

れ
、

つ
い
で

『
琳
阿

本
』
も
ほ
ぱ

こ
れ
を
繼
承
し
て
い
る
が
、
ま
ま
創
除
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
點
が
見
う
け
ら
れ
る
。

か
く
し
て
法
然
滅
後
二
十
五
年
に
し
て
成
立
し
た
繪
詞
形
式
を
も

つ

『
四
卷
傳
』
の
他
の
傳
記
に
與
、兄
た
影
響
を
知
る

こ

と
が

出
來

る
・
こ
れ
に
ょ
る
と
第

一
類
A
群
は
、
釋
奪
の
降
誕

・
遺
法
の
結
集

・
佛
教

の
和
漢
流
傳
と
言
う
、
佛
教

の
發
生
と
そ
の
傳
播
と
に
關
す

る
簡
單
な
歴
史
的
敍
述
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
然
を
三
國
佛
教
史
の
上
に
と
ら
、兄
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。な

お
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
比
較
羯
照
し
た

『
琳
阿
本
』
の
序
文
は
そ
の
前
孚
で
あ

つ
て
、
全
文
で
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
ら
ば

『
琳
阿
本
』

の
序
丈

の
後
孚
は
、
い
か
な
る
資
料
に
も
と
つ
い
て
作
ら
れ
、
且
つ
後
世
の
傳
記
に
い
か
な

る
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
第

一
類
B
群
と
し
て
、
左
に
比
較
樹
照
し
よ
う
。



琳

阿

本

古

徳

傳

伏
以
諸
佛

の
世

に
い
つ
る
時
を
ま
ち
、

機
を
は
か
る
。
時
機

こ
れ
あ

ひ
そ
む
け

ば
、
感
應
も
と
も
あ
ら
は
れ
が

た
し
。

事

を
と
ぶ
ら

へ
ぽ
、

西
天
雲
く
ら
し
。

釋
迦
圓
寂

の
月
と
を
く

へ
だ

Σ
る
。
退

て
當
時
を
か

へ
り
み
れ
ぽ
、
東
漸
露
暖

な
り
。
彌
陀
邊
方

の
花
匂
を
發
す
。
彼

在
世

の
正
機
に
漏

た
る
は
こ
れ
恨
な
れ

ど
も
、
今
滅
後

の
遺
法

に
あ

へ
る
、
又

た
れ
り
と
す
。
矧
亦

二
奪

の
教
門

に
入

て

一
宗

の
正
旨
を
得

た
り
。
佛
恩
肝

に

銘

じ
て
報
じ
が
た
く
、
師
孝
源
に
還

て

謝

し
が
た
し
。
因
茲

い
さ
さ
か
其

譽
を

述

て
、
彼
徳
を
あ
ら
わ
さ

ん
と
な
り
。

(
以
上
序
文
)

各
種
法
然
上
人
傳
の
比
較
研
究

十

卷

傳

序

第

二

一
、

夂
云
蓋
以
諸
佛

利
レ
世
給
、
鑒
レ
機
施
レ
盆

日
月
照
レ州
給
計
レ
時
廻
レ

光
、
爰
正
法
千
年
月

氏
佛
法
盛
像
法
千
年

震

旦
佛
法
弘

加
之
摩
騰
後
漢
來
時

依
】一舍
利
神
驗

一創
=建
白

馬
寺

叫
僣
會

々
入
ご呉

弘

願

本

六
七



如
來
滅
後

二
千
八
十
年
人
皇

七

十
五
代
、
崇
徳
院

の
御
宇

に
、

父
美
作

國
久
米

の
押
領
使
漆

間

時
國
、

母
秦
氏
子
な
き
事
を
う

れ

へ
て
夫
妻

心
を

ひ
と

つ
に
し

て
つ
ね
に
佛
祚

に
所
る
。

妻

の
夢
に
剃
刀
を

の
む
と
見
て

は
ら
み
ぬ
。
夢

み
る
と
こ
ろ
を

も

つ
て
夫
に
か
た
る

(中

略
)

長
承

二
年
癸

丑
四
月
七
日
午
正

中
に
お
ぽ

へ
ず

し
て
誕
生
す
る

と
き
、
二

の
は
た
天
よ
り
ふ
る
。

奇
異

の
瑞
相
也
。
權
化

の
再
誕

な
り
。

爰
如
來
滅
後

二
千

八
十
四
年
、
人

王
七

十
五
代
崇
徳
院

の
御
宇
に
當

て
、

美
作
國
久
米
南
條
稻
岡
庄
に

一
人

の
押
領

使

醐
賺
問

あ
り
。
年
來

の
あ
ひ
だ
孝
子

の

な
き

こ
と
を
愁
て
、
夫
妻
心
を
ひ
と

つ
に

し
て
佛
紳
に
い
の
る
。
誅
璽

日

或
時
、
妻
贖
夢
に
剃

刀
を
呑
と
み
て

懷
姙
す
。
み
る
と
こ
ろ
の
夢
を

夫

に
か
た
る
(
中

略
)

長
承
二
年

濮
四
月
七
日
午
時

に
、

お
ぼ
え
ず
し
て
誕
生
す
。

于

レ時
奇
異

の
瑞
相

お
ほ
し
。
知
ぬ
權
化
の

再
誕
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
。

昔
世
奪

の
誕
生
に
は
、
珍
妙

の
蓮
、
足

を

受

て
七
歩
を
行

ぜ
し
め
、
今
聖
人
の
出
胎

國

一剋
以
噛一佛
骨
威
光

一造

=
建
初
寺

一云
。
本
朝
欽

明
天
皇
御
宇
佛
教
始

渡
、
最
初
聖
徳
太
子

御
手
擧
二舍

利
一産
既

三

國
佛
法
將
來
如
レ
此

六
八

如
來
滅
後

二
千
八
十
二
歳
、
日
本
人
王
七

十
五
代
崇
徳
院
長
承
二
年
澱

美
作

國
久
米
押
領
使
漆

間
朝
臣

時
國
、
妻

は
秦
氏
、

夫
妻
と
に
も
子
な
ぎ
こ
と
を

愁
て
佛
神

に
い
の
る
。
こ
と
に
觀
音
に
申

し
て
は
ら

め
る
な
り
。



み
る
も

の
た
な

ご

玉
ろ
を
あ
は

す
。
四
五
歳
よ
り
後
、
其
心
成
人

の

ご
と
し
。
同
稚

の
黨
に
連
礫
せ

り
、
人
皆
之
を
歡
嘆
す
。

又
や

丶
も

す
れ
ば
に
し

の
か
た

に
む
か
ふ
く
せ
あ
り
。
親
疎

み
て
あ

や
し
む
。

に
は
、
奇
麗

の
幡
、
天
に
翻

て
二
流
く
だ

り
け
り
。

み
る
人
掌
を
あ
は
せ
、
き
く
も

の
耳
を
お

ど
ろ
か
さ
ず

と
い
ふ
こ
と
な
し
。

四
五
歳
以
後
そ

の
性
成
人

の

ご
と
し
。
同
稚

の
黨

に
卓
礫

せ

り
。
ま
た
動
ば
西

の
壁

に
む

か
う
く
せ
あ
り
、
人

こ
れ
を
あ
や
し
む
。

各
種
法
然
上
人
傳
の
比
較
研
究

い
の
り

て
ま
う
け
た
る
子
は
み
な
た
黛
人

に
あ
ら
ず
。
椦
尾

の
勝
如
、
横
河
の
源
信

僭
都
み
な
母
こ
れ

を
所

て
ま
う

け
た
る
也
。

こ
の
上
人
も
觀
音

の
あ
た

へ
給

へ
る
子
な

る
が
ゆ

へ
に
、

か
く
た
う
と
き
人
な
り
け

り
。
佛
菩
薩

の
衆
生
を
利
盆
し
給
事
も
、

時
に
し
た
が

ひ
、
機
を
は
か
る
が
ゆ

へ
に
、

釋
迦
如
來
出
世
し
給
て
、

乃
ち
正
法
千
年

も
す
ぎ
、
佛
法
ま
た
寸
き
て
末
法
ひ
さ
し

く
な
り
ぬ
れ
ぽ
、
顯
敏
も

さ
と
る
人
な
く
、

密
教
も
行
ず
る
人
ま
れ

な
り
。
こ
れ
に
よ

り
て
上
人
さ
と
り
や
す
き
念
佛
を
ひ
ろ
め

て
、
衆
生
を
利
盆
せ
ん
が
た
め
に
、

こ
の

六
九



い
ま
法
然
上
人

と
號
す
る
是
也
。

上
人
十
三
に
し
て
、
叡
山

の
雲

に
よ
ち

の
ぼ

り
て
天
台

の
金
花

に
ほ

ひ
を
ほ
ど
こ
し
、

二
九
に

し
て
黒
谷

の
流
を
く

み
て
、
佛

法

の
玉
泉

に
心
を
す
ま
す
。
み

つ
か
ら
經
藏

に
入

つ
て

一
切
經

を
ひ
ら
き

み
る
こ
と
五
遍
、

爰
に
智
證
大
師
將
來
の
善
導
の

觀
經
の
疏
四
卷
を
見
給
ふ
に
、

男
女
貴
牋
、
善
人
惡
人
き
ら
は

ず
亭
生
臨
終
行

住
座
臥

を
ゑ
ら

ば
ず
、
心
を
極
樂
に
か
け
て
口

に
彌
陀

を
唱
も

の
、
必
往
生
す

と
い
ふ
釋

の
心
を
み
て
、
生
年

四
十
三
よ
り

一
向
專
修
に
入
、

自
行
化
他

ひ
と

へ
に
念
佛
を
こ

爰
聖
人
童

形
叡

山
雲

分
、
天
台
金
花

眼
開
、

僭
體

黒
谷
流
酌
屡
顯
密

玉
泉

心
澄

入
經
藏
見
二
諸
經

一

五
返
、
文
句
臨
深
理

得
給
事
拔
群
。
然

智

證
大
師
將
來

觀
經
疏
披
、

一
僣
指
授
玄
文
見
、

當
今
劫
末
衆
生
時
處

諸
縁
不
レ嫌
、

一
向
専

念
往
生
途
、

一
切
善
悪

凡
夫
行
住
坐
臥
不
論

專
修
稱
名
證
二
無
生

一云
。

得
此
心
。

自
行
化
他
勸
進
偏
念

七
〇

淨
土
宗
を
建
立

し
給

へ
り
。



と
と
す
。
仍
南
都
北
嶺
碩
徳

み
な
上
人

の
教
訓

に
し
た
が
ひ
、

花
洛
砂
塞

の
緇
素
あ
ま
ね
く
念

佛

の

一
行
に
歸

す
。

こ

の
故
に
世

こ
そ
り

て
智
惠
第

一
の
法
然
、
得

大
勢
至

の
化
身

と
そ
申
け
る

上
人
誕
生

の
は
じ
め
よ
り
遷
化

の
後

に
至
る
ま
で
繪
を

つ
く

り

て
九
卷
と
す
。

佛
利
盆
。
南
都
北
嶺
碩

徳
忽
以
=聖
人

】先
逹
、

故
花
洛
邊
土
老
少
悉
念

佛

一
行
蹄
、
山
林
隱
居

道
者
同
稱
名

一
法
不
レ
歸

云
事
無
。

爰
以
智
慧
第

一
法
然
、
得
大
勢
至
化
身

也
。
舌
鳴
音
擧
讃
嘆

恭
敬
奉
、

依
レ之

誕
生
始
遷
化
後

至
傳
作
讃
嘆
奉
者
也
。

こ
の
比
較
樹
照
に
よ
つ
て

『
琳
阿
本
』
の
序
文
は
、
な
に
故
か
そ
の
な
か
に
當
然
本
丈
と
し
て
敍
述
す
べ
き
誕
生

。
幼
時
の
記
事
を
持

つ
て
い
る
。
こ
の
點
、
こ
の

『
琳
阿
本
』
の
後
孚
の
部
分
を
繼
承
し
た
こ
と
の
認
め
ら
れ
る

『
法
然
上
人
傳
』
(十
卷
傳
)
序
の
第
二
は
、

こ
の
誕
生

・
幼
時
の
部
分
を
制
除
し
て
、
序
丈
と
し
て
の
體
裁
を
と
と
の
え
て
い
る
。
今

『
琳
阿
本
』
序
の
後
牛

の
書
き
だ
し
部
分
を
檢

討

し

て

み

る

に
、

琳

阿

本

如
來
滅
後
二
千
八
十
年
人
皇
七
十
五
代

崇
徳
院
の
御
宇
に
、
父
美
作
國
久
米
の
押

領
使
漆
間
朝
臣
時
國
、
母
秦
氏
子
な
き
事
を

各
種
法
然
上
人
傳
の
比
較
研
究

四

卷

傳

如
來
滅
後
二
千
八
十
二
年
、
日
本
國
人
皇
七
十
五
代

崇
徳
院
長
承
二
年
澱
美
作
國
久
米
押

領
使
漆
間
朝
臣
時
國
一
子
生
ず
る
と
こ
ろ

七

一



七
二

右
の
樹
照
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

『
四
卷
傳
』
か
ら
繼
承
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の

『
四
卷
傳
』
の
文
は
第

一
圖
誕
生
の
繪
の

部
分
に
示
さ
れ
て
い
る
文
で
あ
る
。
な
お
法
然
の
誕
生

・
幼
時
等

の
記
事
を
も

つ

『
琳
阿
本
』
序
の
後
牛
が
他
傳
に
與
え
た
影
響
は
、
第

一
類
B
群
の
對
照
に
お
い
て
あ
ぎ
ら
か
で
あ
る
。
師
ち
、

『
拾
遺
古
徳
傳
』

(
古
徳
傳
)
本
丈
の
誕
生
の
記
事
は
概
ね

『
琳
阿
本
』
に
よ

つ
て
い
る
が
、
獨
自
な
文
を
な
か
に
は
さ
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

「年
來
の
あ
ひ
だ
孝
子
な
き
こ
と
を
愁
て
、
夫
妻
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
佛

祚

に
い
の
る
。

講

立.」
と
、
所
願

の
對
象
を
觀
世
音
菩
薩
に
し
ぼ

つ
た
の
は
、

『
弘
願
本
』
の
本
卒

誕
生
の
記
事
に

「夫
妻
と
も
に

子
な
き
こ
と
を
愁
て
佛
榊
に
い
の
る
。
こ
と
に
觀
音
に
申
し
て
は
ら
め
る
な
り
」
と
い
う
文
に
よ
つ
た
も
の
と
言
い
得
よ
う
。

さ
ら
に

『
十
卷
傳
』
の
序

(
こ
の
傳
記
の
序
は
三
つ
の
部
分
か
ら
成
立
つ
て
い
る
)
第
二
の
書
き
だ
し
の

一
文
は

十

卷

傳

蓋

以
諸
佛
利
レ
世
給
、

鑒

レ機
施

レ盆
日
月
煕
州

給
、
計

レ時
廻
レ
光

爰
以
正
法
千
年
月
氏
佛
法
盛

像
法
千
年
震
旦
佛
法
弘

四

卷

傳

諸
佛

の
世

を
利
し
給
、

機

に
隨

て
盆
を
ほ
ど
こ
し
、
日
月

の
州
を
照
す

時

を
測

て
光
を
廻
す

北

州
に
日
か
く
や
く
た
れ
ば
、
南
州
に
か
げ

の

ち
か
づ
く
よ
り
、
須
彌

の
岑
、
な
く
鷄
の
可
見
路
と

鳴

は
、
暗
き
や
み
漸
く

は
れ

て
、
み
ち
見
え

ぬ
べ
し
と

囀
也
。
佛
教
も
又

正
法
千
年
は
印
土
に
盛

に
し
て
、
像
法

の
は
じ
め

漢

に

つ
た
は
り
て

の
ち
、

右
の
對
照
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

『
四
卷
傳
』
の
第

一
圖

(
誕
生
)
に
つ
づ
く
詞
書
に
も
と
つ
い
た
も
の
で
、
中
間
の
丈
を
創

除
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
な
か
、

『
四
卷
傳
』

の

「機

に
隨
て
…
…
時
を
測
て
」
と
あ
る
の
を
、

『
十
卷
傳
』
に

「鑒
機
…
…
計
時
」

と
書
き
改
め
て
い
る
の
は
、

『
四
卷
傳
』
の
本
文
を
繼
承
し
て
い
る

『
琳
阿
本
』
の
本
文
に

「機
を
鑒
て
…
…
時
を

は
か
り
て
」
と
な
し



て
い
る
の
に
も
と
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に

『
古
徳
傳
』
の
序
で

あ

る
が
、

こ
れ
を
第

一
類
B
群
に
お
さ
め
た
の
は
、

「伏
以
諸
佛
の
世
に
い
つ
る
時
を
ま
ち
機
を
は
か

る
。
時
機
こ
れ
あ
ひ
そ
む
け
ば
感
應
も
と
も
あ
ら
は
れ
が
た
し
」
と
い
う
書
き
だ
し
の
内
容
が
時
機
相
應
を
言
い
あ
ら
わ
し
て
い
る
點
、

丈
章
こ
そ
相
違
す
る
が

『
四
卷
傳
』
本
丈

の

「諸
佛
の
世
を
利
し
給
、
機
に
隨
て
盆
を

ほ

ど

こ

し
、
日
月
州
を
照
す
時
を
測
て
光
を
廻

す
」
に

一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
更
に
亦
、
序
文
に
續
く

「爰
如
來
滅
後
二
千
八
十
四
年
」
以
下
の
本
丈
が
『
弘
願
本
』
や

『
琳
阿
本
』、

特

に
後
者
に
相
通
ず
る
丈
章
を
も
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
二

つ
の
點
に
留
意
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

『
古
徳
傳
』
を
第

一
類
B

群

に
お
さ
め
た
の
で
あ
る
。
も
し

「し
か
し
事
を
と
ぶ
ら

へ
ば
」
以
下

「其
譽
を
述
て
、
彼
徳
を
あ
ら
わ
さ
ん
と
な
り
」
と
結
ぶ

一
丈
に

重
點
を
置
く
な
ら
ば
、
こ
の
序
を
、
第

一
類
B
群
に
お
さ
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
何
故
な
ら
獨
自
な
構
想
を
も
つ
序
文
で
あ
る
か

ら

で
あ
る
。

こ
れ
ら
第

一
類
B
群
の
な
か
、

『
四
卷
傳
』
序
の
全
文
を
繼
承
し
た

『
琳
阿
本
』
序
の
前
毅
は
、
後
段
に
入
る
と
、
法
然
の
誕
生

・
幼

時

.
登
嶺

。
閲
藏

。
善
導

の

『觀
經
疏
』
披
見
と
次
第
し
、
自
行
化
他

一
向
専
修
念
佛

・
勢
至
の
化
身
で
結
ん
で
い
る
。
し
か
し
て
後
段

に
お
い
て
法
然
の
誕
生
を
敍
述
す
る
に
先
立
つ
て
、

「
如
來
滅
後
二
千
八
十
年
人
皇
七
十
五
代
崇
徳
院
御
宇
」
と
い
う

『
四
卷
傳
』
の
第

一
圖
の
読
明
丈
を
さ
し
は
さ
む
こ
と
に
よ
つ
て
、
三
國
に
互
る
佛
教
の
傳
播
に
關
す
る
敍
述
を
も

つ
前
段
と
、
法
然
の
生
涯
に
關
す
る
敍

逋

を
も
つ
後
段
と
を
結
び
つ
け
る
に
役
立
た
し
て
い
る
。
印
ち
法
然
を
時
間
的
な
關
係
に
お
い
て
佛
教
の
開
創
者

た
る
釋
尊
と
結
び
つ
け

る
も
の
で
あ
り
、

「
如
來
滅
後
二
千
八
十
年
」
と
い
う
時
聞
的
な
經
過
を
簡
單
で
は
あ
る
が
、
前
段
に
示
す
が
如
き
歴
史
的

・
地
域
的
に

三
國
に
お
け
る
佛
教
傳
播
と
い
う
具
體
相
に
お
い
て
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

又

『
古
徳
傳
』
の
序
は
簡
潔
に
し
て
獨
自
な
構
想
を
も
つ
も
の
で
、
先
ず
時

・
機

・
教
の
三
者
の
相
應

一
致
を
逋

べ
、
釋
迦

・
彌
陀
二

奪

の
教
で
あ
る
淨
土

一
宗
を
開
創
せ
し
法
然
に
對
す
る
報
恩
の
た
め
そ
の
徳
を
さ
ら
わ
さ
ん
と
い
う
製
作
意
圖
を
記
述
す
る
も

の

で
あ

各
種
法
然
上
人
傳
の
比
較
研
究

七
三



七
四

り
、
さ
ら
に

『
十
卷
傳
』
序
第
二
は

『
琳
阿
本
』
序
の
前
段
の
敍
述
内
容
に
師
し
て
、
よ
り
簡
單
に
佛
教

の
三
國
傳

播
を
記
し
、

つ
い
で

法
然
の
誕
生

・
幼
時
の
こ
ろ
に
全
然
觸
れ
ず
に
直
ち
に
登
嶺

・
閲
藏

・
『
觀
經
疏
』
・
披
見

・
自
行
化
他

一
向
專
修
念
佛

.
勢
至
の
化
身
で

結

ん
で
い
る
。
こ
の
序
に
は
法
然
の
誕
生
を

『
九
卷
傳
』
前
序
の
如
く

「如
來
滅
後
二
千
八
十
年
」

の
文
を
も
つ
て
い
な
い
た
め
、
三
國

佛
教
の
敍
述
と
法
然
の
登
嶺
以
下
の
敍
述
と
の
つ
な
が
り
が
な
く
、全
體
と
し
て
ま
と
ま
つ
た
感
じ
が
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
第

一
類
C
群
に
お
さ
め
う
る
も
の
と
し
て

『
知
恩
傳
』
序
と

『
十
卷
傳
』
序
第
三
と
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。

こ
の
兩
者
は
と

も

に
漢
文
體
で
あ
り
、
多
少

の
夊
字
の
改
變

・
増
加
が
見
受
け
ら
れ
る
程
度
で
、
全
く
同
文
と
い
つ
て
よ
い
。

こ
の
な
か
に
は
左
の
樹
照

表

に
示
さ
れ
る
よ
う
に

知

恩

傳

抑
尋
=
釋
奪
興
世

一者

淨
飯
王
御
宇
癸

丑
歳

七
月
十
五
日
始
托
摩

耶
胎
内
、
明
年
甲
寅

四

月

八
日
出
二胎
外

一
七
歩

經
行
。
師
唱
天
上
天

下
唯
我
獨
奪

三
界
皆

苦
我
當
安
之
。
是
則

震

旦
當
二
于
周
第

四
主

照

王
十

1
1年

i
我
朝

當
于
彦
波
斂
武

鷓
草

葺
合
尊

八
十
三
萬

四

千

三
十
六
年

一
也
。

四

卷

傳

南
州
中
印
土
淨
飯
王
御
宇
、
癸
丑
歳

七
月
十

五
日
、
后

の
夢

に
金
色
天
子
、

白
象

に

乘

り
て
右
脇

に
入
給
と
見

て
、
次
年
鮃
四
、

月
八
日
、
佛
出
胎

の
時
、
寶
蓮
御
足
を
承
て

七
歩
行
給
。
偈

日
、
天
上
天

下
唯
我
獨
奪
、
三
界
皆

苦
我
當
安
之
文
是

振

旦
に
は
周

昭
王
、

日
本

に
は

彦
波
瀲
鶴
草

葺
合
奪

八
十

三
萬
四

千
三
十

六
年

獅
相
當
。



『
四
卷
傳
』
の
序
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
い
で
佛

一
代
の
所
読
は
多
岐
な
れ
ど
も
佛
意

の
歸

す
る
と
こ
ろ
淨
土
教
に

あ

る
こ
と
を
敍
述
し
、
の
ち
シ
ナ

・
日
本
に
佛
教
の
傳
來
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
印
ち
そ
の
敍
述
は

知

恩

傳

經
二
千
十
五
年

一西
天
佛
法
傳
二
震
且
。

帥
後
漢
明
帝

永
夲
十
年

槭
転
丁
卯

職
転
歳
也

勘
一一合
我
朝
時
代

一當
二人

王
十

一
代
帝

垂
仁

天
王
八
十
七
年
。

其
後
過

二
四
百

八
十
六
年

一我
朝
欽
明
天
王

十
三
年

壬
申
歳
、
如
來
教
法
傳
二
來
我
朝
囎

自
レ爾

以
來
至
二
于
七
十
五
代
帝

王

崇
徳
院
御
宇
長
承

二
年
癸

丑
歳

司

計
二
年
記

一滅
後
二
千
八
十

一
年
也
。

四

卷

傳

し
な
國
は

漢
明
帝

に
摩
隲
迦
葉
、
法
蘭
、
優
陀
王
宮
に

現
じ
給
し
白
氈

の
佛
像
を
迎

た
て
ま

つ
る
に
佛
像
大

光
明

を
は
な
ち
給
。
永
卆

七
年

輝
也
。

然
後

四
百

八
十
餘
年

す
ぎ

て
欽
明
天
王

御
時
、
厭
戸
王
子
妊
十
月
、
百
濟
國

の
聖
明
王
、

釋
迦
金
銅
像
、
經
卷
を
奉

レ邊

(
以
上
序
文
)

如
來
滅
後

二
千
八
十
二
年
、

日
本
國

人
皇

七
十
五
代
崇
徳
院
長
承

二
年
揆ユ

(以

上
第

一
圖
中

の
記
事
)

こ
の
鞨
照
表
に
ょ
つ
て
あ
き
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、

『
四
卷
傳
』
本
丈
の
敍
述
を
繼
承
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て

『
知
恩
傳
』
並
び
に

『
十
卷
傳
』
序
第
三
は
と
も
に

『
琳
阿
本
』
の
如
き
敍
述
形
態
に
於
て

『
四
卷
傳
』
序
を
繼
承
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
と
は
違

つ
た
意
味
で
、
印
ち
部
分
的
に

『
四
卷
傳
』
を
繼
承
す
る
も
の
で
あ
る
點
、
第

一
類
C
群
に
お
さ
め
る
こ

と
と
し
た
。

さ
ら
に
第
二
類
A
群
に
お
さ
め
う
る

『
四
十
八
卷
傳
』
序
の
敍
逋
に
あ
い
逋
ず
る
點
が
見
受
け
ら
れ
る
。
師
ち

各
種
法
然
上
人
傳
の
比
較
研
究

七
五



七
六

智

恩

傳

凡
唐
朝
善
導
和
爾
爲

一彌

陀
化
身

一

立
】一淨

土

一
宗

一專
勸
二他
力
往
生
鴎
師

楷

二定
古
今

嚇
改
】一百
餘
家

執
見

熟

分
二
別
專
雜

二
修

一顯
二本

願
稱
名
正
行

剛

四

十

八

卷
傳

こ
れ
に

つ
き

て
、
諸

家
の
解
釋
蘭
菊

美
を
ほ
し
き
ま

丶
に
す
と
い

へ
ど
も
、

唐

朝
の
善
導
和
省
、
彌
陀

の
化
身
と
し
て

ひ
と
り
本
願

の
深
意
を
あ
ら

は
し

こ
の
よ
う
に
第

一
類
C
群
に
お
い
て
、
第
二
類
A
群
に
お
さ
め
う
る

『
四
十
八
卷
傳
』
序
の
記
述
と
關
聯
す
る
と
こ
ろ
あ
る
こ
と
は
注

目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
C
群
の
敍
述
内
容
は
、
聖
道
自
力
と
淨
土
他
力

の
封
比
、
法
然
出
世
の
意
義

・
釋
奪
の
出
興
と
佛
意
の
本
懐
、
佛
敏
の
和
漢
流
傳
、

善
導

の
古
今
楷
定
、
法
然
の
出
生
と
そ
の
教
化
の
實
態
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
じ
て
法
然
を
凡
夫
救
濟
の
淨
土
門

の
開
創
者
と
し
て
、
釋

迦

・
善
導

の
兩
聖
と
直
結
せ
し
め
、
彌
陀
の
本
懐
の
弘
傳
者
た
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
從

つ
て
か
か
る
敍
述
内
容
に
よ
つ
て
系
列
を

分

け
る
な
ら
ば
、
比
較
對
照
し
得
な
い
も

の
を
お
さ
め
る
第
三
類
に
編
入
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二

次
に
第
二
類
A
群
に
お
さ
め
得
る
も
の
と
し
て

『
法
然
上
人
傳
記
』

(九
卷
傳
)
前
序
、
『
法
然
上
人
行
状
繪
圖
』
(
四
十
八
卷
傳
)
や

『
十
卷
傳
』
序
、
第

一
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
な
か

『
九
卷
傳
』
前
序
と
言
う
の
は
、

「老
の
眠
た
ち

に
お
ど
ろ
き
や
す
く
」

と
い
う
序
文
に
始
る

『
九
卷
簿
』
に
先
立
つ
て
、

『
法
然
上
人
繪
詞
』
卷
第

一
の
内
題
に
續
い
て

「夫
以
、
我
本
師
釋
迦
如
來
は
」
の
序

丈
か
ら
上
人
幼
時

・
夜
討

・
父
時
國

の
死

・
叔
父
觀
覺

の
寺
に
入
室

・
母
子
訣
別

・
つ
く
り
路
で
法
性
寺
殿
と
め
ぐ
り
あ
う
迄
の
記
述
を

も

つ
、
殘
闕
的
な
も
の
に
附
せ
ら
れ
る
序
文
を
指
す

の
で
、
そ
の
製
作
年
代
は

「上
人
の
遷
化
す
で
に

一
百
年
に
及

べ
り
」
と
い
つ
て
い

る
よ
う
に
そ
の
成
立
年
代

の
あ
き
ら
か
な
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
前
序
と

『
法
然
上
人
記
』
と
の
關
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
の

.



こ

と

は

と
も

か

く

こ

の
三

者

を

比

較

す

る

と
次

の

よ
う

で
あ

る
。

九
卷

傳

前

序

夫
以
、
我
本
師
釋
迦
如
來
は
あ
ま
ね
く

流
轉
三
界

の
迷
徒
を
す
く
は
ん
が
た
め

に
、
ふ
か
く
罕
等

一
子

の
悲

願
を
お
こ

し
ま
し
ま
す

に
よ
り
て
、

た
ち
ま
ち
に

無

勝
莊
嚴

の
土
を
す
て
て
、
忝
娑
婆
濁

世

の
國

に
出
て
給

し
よ
り

こ
の
か
た
、

非
生
に
生
を
現
じ
給

ふ
ゆ

へ
に
、

(中

略
)

但
し
八
萬

の
教
法
ま
ち
く

な
り
と

い

へ
ど
も
、
大
小

の
機
根

し
な
じ
な
な
り

と
い

へ
ど
も
、
み
な
こ
れ
穢
土
に
し
て

自
力
を
は
げ
ま
し
濁
世

に
あ
り
て
得

道

を
期
す
。

た

黛
こ
れ

聖
道
難
行
の
教

に
し

て
い
ま
だ
淨
土
易

往
に
あ
つ
か
ら
ず
。

各
種
法
然
上
人
傳
の
比
較
研
究

十
卷
傳
序
第

一

夫
以
我
大
師
釋
迦
如
來
普

爲
レ救
二流
浪
三
界
迷
徒
一

深
發
孕
等

一
子
悲
願忽

捨
】一無
勝
莊
嚴
土
一忝

卿難

錨
灘

但
八
萬
教
法
區

大
小
根
機
雖
=
種

々
也

一

皆
是
穢
土

勵
二
自
力

一有

】一濁
世

哨期
二

得

道
叩

只
是

聖
道
難
行
教
未
二
淨
土
易

行
道
。

四

十

八
卷

傳

夫
以
我
本
師
釋
迦
如
來

は
、
あ
ま
ね
く

流
浪
三
界

の
迷
徒

を
す
く
は
む
が
た
め

に
、
ふ
か
く
夲
竺
Σ

子

の
悲

願
を
お
こ

し
ま
し
ま
す

に
ょ
り
て
、
忽

に

無
勝
莊
嚴

の
化
を
か
く
し
て
、
か
た
じ

け
な
く
娑
婆
濁
惡

の
國

に
入
給
し
よ
り

こ
の
か
た
非
生

に
生
を
現
じ

て

(中

略
)

教
門
し
な
こ
と
に
、
利
盆

こ
れ
ま
ち
く

な
り
。

そ
の
な
か
に
、
聖
道
の

一
門

は
穢
土

に
し
て
自
力
を
は
げ
ま
し
、
濁
世
に

あ
り

て
得
道
を
期

す
。
但

お
そ
ら
く

は
、
と
き
澆
季
に
を
よ
び

て
二
空
の

月
く
も
り
や
す
く
、
こ

N
ろ
塵
縁

に

は
せ
て
三
惡

の
ほ

の
を
ま
ぬ
か
れ
が

た
し
。
煩
惱
具
足

の
凡
夫
、
順
次
に

輪

廻
の
さ
と
を
出
ぬ
べ
き

は
、
た

黛

こ
れ
淨
土

の

一
門

の
み
な
り
。
こ
れ

に

つ
き
て
、
諸
家

の
解
釋
蘭
菊
美

を

七
七



爰
漢
家

に
は
善
導
和
筒
彌
陀

の
化
身
と
し
て
本

願
の
名
號

を
ひ
ろ
め
、
我
朝

に
は
法
然

上
人
、
勢
至

の
來
現
と
し
て
他
力

の
往

生
を
す

N
め
給

へ
り
。

然
者
則
濁
世

の
導
師
と
し
て
但
信
稱
名

の
行

を
さ
づ
け
、
如
來
の
使
者

と
し
て

出
離
解
脱
の
敏
を

の
ぶ
。
時
機
相
應

し

て
順
次

の
往
生

を
と
げ
、
感
應
道
交

し

て
掲
焉

の
引

接
に
あ
つ
か
る
と
も
が
ら

道

俗
貴
賤
を
え
ら
ば
ず
、
男
女
老
少
を

い
は
ず
、
卒
生

の
濟
度

と
い
ひ
、
夢

の

後

の
巨

盆
と
い
ひ
、
目
に
見

へ
耳

に
滿

た
り
。
聞
て
も
信

を
生
ぜ
ず
。
あ

ひ
な

が
ら
行
ぜ
ざ
ら
ん
者

は
、

ひ
と

へ
に
宿

業

の
拙
き
事
を
は
つ
べ
し
。
何
ぞ
古
賢

の
事

に
あ
つ

か
ら
ん
や
。

然
に
今
上
人

の
遷
化
す
で
に

一
百
年
に
及
べ
り
。
星

霜
を

の
つ
か
ら
あ

ひ

へ
だ
た
る
。

(
中

略
)

お
ろ
か
な
る
者

の
さ
と
り
や
す
か
ら
む

た
め
、
見
聞
ん
も

の
x
信

を
す
す

め
ん

爰
漢
家

善
導
和
尚
阿
彌
化
身

弘
本
願
稱
名
我
朝
法
然

聖
人
勢
至
來
現
勸
二

化
往
生
一給
。

然
則
濁
世
導
師
授
二但
信

稱
名
行
剛
如
來
使
者

出
離
解
脱
教
述
。
時
機
相
應

得
往
生
者
、

不
レ
擇
二道
俗
貴
賤

嚇
不
レ
云
=

男
女
老
少

唱
夲
生
濟
度
云
夢

後
利
盆
云
、
恩
徳
誠

難
謝
者
也
。

七
八

ほ
し
き
ま

Σ
に
す
と
い

へ
ど
も
、
唐

朝

の
善
導
和
尚
、
彌
陀

の
化
身

と
し

て
、
ひ
と
り
本
願

の
深
意

を
あ
ら
は

し
、
我
朝
の
法

然
上
人
、
勢

至
の
應
現

と
し
て
、
も
は
ら
稱
名

の
要
行

を
ひ
ろ

め
給

ふ
。

和
漢
國

こ
と
な
れ
ど
も
化
導

一
致

し
て
、

男
女
貴
賤
信
心
を
得
や
す
く
、
紫
雲
異

香
往
生

の
瑞
す

こ
ぶ
る
し
げ

し
、
念
佛

の
弘
通
こ

x
に
尤
さ
か
む
な
り
と
す
。

し
か
る
に
上
人

邏
化

の
二
ち
、
星
霜
や

N
つ
も
れ
り
。

(
中

略
)

を
う
か
な
る
人

の
さ
と
り
や
す
く
、

見

む
も

の
x
信
を
す

乂
め
む



た
め
に
、
數
軸

の
畫
圖

に
あ
ら
は
し
萬

代

の
明
鑒

に
そ
な
ふ
。
念
佛

の
行
者

と

し
て
誰
人

か
信
受

せ
ざ
ら
む
。

依
レ
之
今
於
二
此
道
場

噴
大
師
聖
靈

濟
生
利
物
新
影
曼
陀
開
二
展

讚
嘆
梵
筵
。
仰
願
上
人

垂
三
双

愍
納
受

一給
。
乃
至
法
界
夲
等

利

盆
敬
白
。

た
め
に
、
數
軸

の
畫
圖

に
あ
ら

は
し
て
、

萬
代

の
明
鑒
に
そ
な
ふ
。
往
生
を
こ
ひ

ね
が
は
む
輩
、

た
れ

か
こ
の
こ
玉
ろ
を

よ
み

せ
ざ
ん
む
。

こ
の
對
照
表
に
ょ

つ
て
あ
き
ら
か
で
あ
る
よ
う
に

『
九
卷
傳
』
前
序
は
、

『
十
卷
傳
』
序
の
第

一
及
び

『
四
十
八
卷
傳
』
序
の
原
始
形

態
と
言
う
こ
と
が
出
來
る
。
郎
ち

『
十
卷
傳
』
序
第

一
は

『
九
卷
傳
』
序
の
後
部
五
分
の
二
を
創
除
し
て
い
る
が
、
文
體
を
改
め
て
漢
文

體

と
し
て
い
る
の
に
對
し
、

『
四
十
八
卷
傳
』
の
序
は
丈
章
の
改
變

・
創
除

・
追
加
が
目
立
つ
て
い
る
。

こ
の
第
二
類
A
群
の
な
か

『
九
卷
傳
』

の
前
序
は
、
釋
奪

の
出
興
の
意
義
、
入
滅
、
遺
法
ー

聖
道
門
、
及
び
淨

土
門
を
弘
傳
せ
し
人

々
、
時
機
相
應
、
不
信
の
徒
の
豫
想
、
傳
記
製
作
の
動
機
と
過
程
並
び
に
そ
の
目
的
を
記
し
、
こ
れ
に
基
づ
く

『
十
卷
傳
』
序
第

一
は
不

信

の
徒

の
豫
想
以
下

の
記
述
を
省
略
し
て
い
る
。
ま
た

『
四
十
八
卷
傳
』
序
は

『
九
卷
傳
』
の
そ
れ
と
殆
ど
そ
の
内
容
を
同
じ
く
し
て
い

る
が
、
淨
土
門

の
特
長
を
記
述
す
る
點
が
異
つ
て
い
る
。

こ
の
第
二
類
A
群
の
序
を
逋
し
て
言

い
う
る
こ
と
は
、
そ

の
製
作
の
動
機
が
護

教
的
で
あ
り
、
そ

の
意
圖
が
布
教
的
方
面
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
に
じ
み
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お

『
法
然
上
人
傳
記
』

(九
卷
傳
)
の
後
序
は
、
先
ず
そ

の
製
作

の
動
機

・
方
法

・
目
的
を
敍
述
し
、

つ
い
で
釋
奪

の
出
興

・
佛
教

の
漢
土
流
傳

。
漢
家
淨
土
教
諸
家
の
異
説

。
善
導
の
定
到

・
善
導
の
遺
文
の
本
邦

・
將
來

・
叡
山
の
淨
土
教

・
法
然

の
決
剣
と
次
第
し
、

傳

記
製
作
の
過
程
を
も
つ
て
結
ん
で
い
る
。
從

つ
て
こ
め

序
文
は
全
體
の
構
想
と
し
て
は
、
他
の
ど
の
傳
詑
と
も
異

つ
て
比
較
鞨
照
し
得

各
種
法
然
上
人
傳
の
比
較
研
究

七
九



八
〇

な

い
が
、
左
に
示
す
如
く
あ
る
部
分
に
お
い
て
第
二
類
A
群
と
關
係
あ
る
點
で
、
こ
れ
を
第
二
類
B
群
と
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

九

卷

傳

前

序

正
法

一
千
餘

廻
を
お
く
り
て
、
漢

の

明
帝

の
代
に
は
じ
め
て
東
漸
す
。

代

々
の
三
藏
、
宗

々
の
諸
祗
、
淨
土
を

た
て
、
衆
生

を
す

x
む
る
に
、

お
ほ
く

は
地
前
地
上

の
聖
人

を
そ

の
機
と
す
。

花
嚴

に
元
曉
と
い
ふ
人
正
爲
凡
夫

傍
爲
聖
人

の
談
を
な
せ
ど
も
、

い
ま
だ

ひ
と

へ
に
罪
惡

の
凡
夫

の
た
め
に
は
釋

せ
ず
。

た
だ
我

か
高
祖
光
明
寺

の

善
導
大
師

の
み
ま
し
く

て
、

證
明

如
來
読
法
、

十
六
觀
法
、
但
爲
常

沒

衆
生
、
不
于
大
小
聖
也

と
定
剣
し
た

ま

へ
り
。
さ
れ
ば
こ
の
經

王
の
義
趣
を

の
ぶ
る
。
諸
家

六
十
有
餘

に
お
よ
べ
り
と

い

へ
ど
も
、
今
家

の
妙
解
、
祚
僭

の
指
受

せ
し
に
は
し
か
ず

四
十
八
卷
傳

諸
家

の
解

釋
蘭
菊
美
を

ほ
し
き
ま

N
に
す
と

い

へ
ど
も

唐

の
善
導
和
省
、
彌
陀

の

化
身
と
し
て
、
ひ
と
り
本
願

の
深
意

を
あ
ら
は
し

序

四

卷

傳

序

正
法
千
年
は
、

五
天
竺

に
さ
か
り
に
し
て
、

し
な
國
は
、
漢
明
帝

に
、
摩
騰
迦
葉
、

法
蘭
、

優
陀

王
宮

に
現
じ
給
し
白
鬣

の
佛
像
を

迎
た
て
ま

つ
る
:
:
:

こ
の
對
照
表
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

『
九
卷
傳
』
後
序
の
あ
る
部
分
は

『
四
十
八
卷
傳
』
の
相
當
部
分

を
詳
述
し
た
よ
う
な
記

事
を
も
つ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

『
九
卷
傳
』
の
作
者
が
あ
え
て
詳
述
を
試
み
た
の
か
、
叉
逆
に

『
四
+
八
卷
塰

の
作
者
が
省
略
を
試



み
た
の
か
到
決
を
下
す
こ
と
が
出
來
な
い
。
叉
善
導
の
遺
夊
の
本
邦
將
來

に
つ
い
て

『
四
十
八
卷
傳
』
序
は
何
等
觸
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い

が
、

『
九
卷
傳
』
後
序
は
こ
れ
を
示
し
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。
即
ち

九
卷

傳

後

序

つ
た

へ
聞
彼
遣
文

は
、
仁
明
、
文
徳

の
御
代

に

あ
た
り
て
、
慈
覺
智
證
兩
大
師

の
將
來

と
し

て

興
隆
さ
か
む
な
り
き
。

琳

阿

本

爰
に
知
證
大
師
將
來
の

善
導
の
觀
經
の
疏
四
卷

と
記
し
、

つ
い
で
詳
し
く
叡
山
の
淨
土
教

常
行
三
昧
堂

・
誦
經
念
佛
の
曲
韻

・
惠
心
の

『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は

『
九
卷
傳
』
の
後
序
の
成
立
事
情
が

『
四
十
八
卷
傳
』
の
成
立
時
に
お
け
る
淨
土
教
團
の
客
觀
状
勢
乃
至
傳
記
作
者

の
叡
山
佛

敏
に
對
す
る
態
度
と
異
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
點
は
法
然
を
、

「印
土
に
は
釋
迦
出
世
の
本
懷
た
り
、
漢
家

に
は
善
導
大
師
の
證
誠
た
り
、
我
朝
に
は
惠
心
の
先
徳
の
開
板
た
り
、
源
空
上
人
の
決
擇
」
と
い
う
如
き
、
四
聖

の

一
環
と
し
て
把
握
し

よ
う
と
す
る
態
度
に
も
あ
き
ら
か
で
あ
り
、

「唐
朝
の
善
導
和
省
、
彌
陀
の
化
身
と
し
て
、
ひ
と
り
本
願

の
深
意

を
あ
ら
は
し
、
我
朝

の

法
然
上
人
、
勢
至
の
應
現
と
し
て
、
も
は
ら
稱
名
の
要
行
を
ひ
ろ
め
給
ふ
。
和
漢
國
こ
と
な
れ
ど
も
化
導

一
致
」

と
導
空
二
組

の
直
結
を

の
べ
ん
と
す
る

『
四
十
八
卷
傳
』
の
文
と
の
間
に
へ
だ
た
り
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
。

と
も
か
く

『
九
卷
傳
』
の
後
序
は
第
二
類
A
群
に
屬
す
る

『
四
十
八
卷
傳
』
と
關
聯
を
も

つ

先
の
樹
照
表

に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
第

一
類
の

『
四
卷
傳
』
や

『琳
阿
本
』
と
も
關
聯
を
も

つ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
斷
篇
的
で
あ
る
の
に
封

し
重
要
事
項
に
關
す
る

記
述

の
濃
度
の
差
違
を
示
す
も
の
と
し
て
、

こ
の

『
九
卷
傳
』
後
序
を
第
二
類
B
群
と
し
て
お
く
こ
と
が
爰
當
で
あ
ろ
う
。

な
お
、

『
黒
谷
源
空
上
人
傳
』

(十
六
門
記
)
序
は
他
傳
の
い
ず
れ
と
も
比
較
樹
照
し
得
な
い
獨
自
な
敍
述
内
容
を
も

つ
も
の
と
し
て

第
三
類
と
し
て
置
こ
う
。
即
ち
そ
の
内
容
は
、
先
ず
人
間
觀
を
示
し
、
釋
奪
の
遺
法
に
聖
淨
二
門
あ
る
こ
と
を
述

べ
、
淨
土
の

一
門
に
遘

各
種
法
然
上
人
傳
の
比
較
研
究

八
一



八
二

え

る
悗
び
を
記
し
、
最
後
に
製
作
の
動
機
を
の
べ
て

「報
恩
謝
徳
」
と
し
て
い
る
。
結
局
こ
の
傳
記
の
序
丈
は

「
先
師
源
空
上
人
の
慈
訓

の
化
盆
」
に
關
す
る
内
容
を
教
學
的
に
闡
明
せ
ん
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

三

數
多
い
法
然
傳
の
な
か
、
そ
の
成
立
の
年
代
の
あ
き
ら
か
な
も
の
は
數
少
い
。
繪
詞
形
式
に
よ
る

『
四
卷
傳
』
は
序
文
を
も
つ
法
然
傳

の
な
か
最
も
古
く
、
嘉
幀
三
年

(HN
ω刈
)
と
さ
れ
、
こ
れ
に
續
く
も
の
が

『
知
恩
傳
』
で
あ
る
。
師
ち
同
傳
下
卷

の
奥
書
に
よ
る
と

「今

先
師
上
人
入
滅
之
後
僅
雖
レ歴
一一七
十
餘
廻
星
霜
繭
當
世
奉
〆値
ご
上
人
一之
輩
已
以
希
也
」

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

法
然
滅
後
七
十
餘
年

(
128
7)
前
後

の
成
立
で
あ
る
。
さ
ら
に

『
古
徳
傳
』
は

『
存
覺

一
期
記
』
な
ど
に
よ
る
と
、
茨
城
縣
の
鹿
島
門
徒
の
要
請
に
こ
た
え
て

正
完
三
年

(お
O
目)
、

三
十
二
歳
の
覺
如
が
わ
ず
か
十
七
日
と
い
う
驚
く
べ
き
短
期
間
に
九
卷
の
傳
記
を
編
纂
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に

『
九
卷
傳
』

の
前
序
に
よ
る
と

「
今
上
人
の
遷
化
す
で
に

一
百
年
に
及
べ
り
」
と
あ
る
か
ら

ド
。。
お

頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
、

『
四

十
八
卷
傳
』
は

『
御
傳
縁
起
』
に
よ
る
と
徳
治
二
年
以
降
十
年
に
し
て
大
成
を
み
る
に
至

つ
た
と
記
し
て
い
る
か
ら

H
。。
H①
頃
の
成
立
と

み
る
こ
と
が
出
來
る
。
な
お

『
十
六
門
記
』
は

「安
貞
元
年
丁
亥
極
月
上
旬
」
と
そ
の
成
立
年
代
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
疑
問
の

點
が
あ
る
の
で
信
用
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

そ
こ
で

=

一三
七
年
に
成
立
し
た

『
四
卷
傳
』

の
序
は
第

一
類
A

・
B
兩
群
に
影
響
を
與
え
て
い
る
が
、
そ
の
敍
述
内
容
は
歴
史
的
記

事
に
姶
終
し
て
い
る
の
に
對
し
、

一
三

一
二
年
頃
に
成
立
を
み
た

『
九
卷
傳
』

の
前
序
は

『
四
十
八
卷
傳
』
序
に
影
響
を
與
え
、
そ
の
敍

述

内
容
は
思
想
史
的
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
傾
向
に
封
し
て

一
二
八
七
年
頃
成
立
し
た

『
知
恩
傳
』
の
序
は
、
歴
史
的
敍

述

を
主
と
し
な
が
ら
思
想
史
的
内
容
を
そ
の
中
に
織
込
ん
で
い
る
こ
と
に
注
日
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
法
然
傳
序
丈
の
展
開
の
跡
を
示
す

も

の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


